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【上】講師の教えに従い、茶碗を
傾ける園児たち　　【右】「どう
ぞ召し上がれ」の言葉とともに、
相手に茶碗を差し出す　【下】こ
の日提供された抹茶と和菓子

背筋をピンと伸ばし、姿勢を正す。真剣な眼差しで講師を見つめる
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「おいしいお茶になりますように…」気持ちを集中し、泡立つまで茶せんを動かす
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「　ホームページに写真」の表記があるものは、町ホームページの「まちの写真館」コーナーで、多くの写真を紹介しています。ぜひご覧ください。

２
10 おらほの地酒「豊龍蔵」鈴木酒造見学会

　町内唯一の酒蔵「鈴木酒造合資会社（大町）」の見学会

が２月１０日、町エコミュージアム協会の「朝日町ふるさ

とミニ紀行」の一環で行われ、町内外のファン 20 人が酒

造りの工程を学びました。

　日本酒の仕込みは、雑菌の少ない寒の時期に行うのが最

適とされ、同社でも毎年 1月から 2 月上旬に行われてい

ます。今年は外の気温が比較的安定していたため、「とて

も酒づくりしやすい環境でした」と杜氏（酒づくりの責任

者）の田川栄樹さん（八ツ沼）。見学後は仕込みたての新

酒や甘酒が振る舞われたほか、利き酒も行われ、参加者は

ほろ酔い気分で、ご満悦の様子でした。

　ホームページに写真

【↑】酒米を蒸す巨大な釜から上る
蒸気に見入る参加者

【←】終了後には新酒の試飲や利き
酒も行われた

東京で「出張！空気神社」

神風船まつり

　世界的な空調機器メーカー「ダイキン工業株式会社（本

社：大阪市）」の東京ショールーム「ダイキン　ソリューショ

ンプラザ　フーハ東京（東京都新宿区）」で、１月５日から

31日にかけて、空気神社の特別企画展が開催されました。

　「空気」が縁で毎年６月、空気神社を参拝している同社。

今回の企画は「世界でも類を見ないこの神社のＰＲにぜひ

協力したい」という同社の好意により行われました。

　期間中は約 40 ㎝四方の「ミニチュア神殿」を据えた空

気神社コーナーと観光物産展示コーナーを常設。、毎週末

にはイベントが開催され、神社関係者、町職員らが上京し、

空気神社のお土産やりんごジュースなどの物産品を販売。

町をＰＲしました。　　　　　　　　ホームページに写真

　夢や願い記した和紙の風船を夜空に上げる「神風船まつ

り」が２月２日、創遊館芝生広場で開催されました。町商

工会青年部ＯＢなどでつくる「朝日グラウンドワーク研究

会」が、町教育委員会の「NEW アクション応援事業」を

活用して主催したもので、昨年に続く開催となります。

　冬期間における町のにぎわいを創出しようと自主的に始

まったこのイベント。今年は町内の保育園や小学校、事業

所、自治公民館のほか、宮城県七ヶ浜町の小学生の作品な

ど 11基が参加。コンテストを実施した結果、完成度の高

さと地区民のまとまり、町を愛する心が伝わったという評

価から、大沼公民館が最優秀賞に輝きました。 

　ホームページに写真

【↑】「フーハ東京」内に設けられた
空気神社の特設コーナー。

【←】滝川清一さん（本町＝写真）
をはじめとした神社関係者や町職員
が毎週末上京し、神社や町をＰＲし
た。

【↑】まつりで使われた風船は創遊
館内に展示中。ぜひそのスケールの
大きさを間近でご覧ください。（２
月いっぱいまでの予定）

２
３ 町ボランティアの会が排雪作業

　町ボランティアの会（鈴木貞夫代表）による町内３小学

学の通学路の排雪作業が 2 月 3 日行われました。

　震災後、宮城県七ヶ浜町でのボランティア活動参加者を

中心にして、昨年 5 月に発足した同会。冬場については、

当初から除雪活動を予定していました。今年は小学校の通

学路の除雪を実施することとし、3 小学校の通学路のうち、

見通しが悪くなりがちな交差点付近の雪を撤去しました。

　この日の作業したメンバーは 13 人で、全員が町教育委

員会の「NEW アクション応援事業」を活用してそろえた

上着とヘルメットを着用。鈴木代表は「活動はまだまだ手

探り状態ですが、今後も様々な活動を行っていきたい」と

話していました。  　ホームページに写真

【↑】宮宿小学校通学路の排雪作業
にあたるボランティアの会メンバー

【←】町教育委員会の「ＮＥＷアク
ション応援事業」で揃えた上着とヘ
ルメットを着用し作業した。

２
３

２
２自然観スノーパークスキー場まつり

　Ａｓａｈｉ自然観スノーパークのスキー場まつりが２月３

日行われました。

　空気清浄機や音楽プレーヤー等の豪華景品が当たる「桃

色ウサヒとのジャンケン大会」、商工会青年部主催のスノー

モービル体験や雪中借り物競走など、各種アトラクション

が行われたほか、あっぷるニュー豚の豚汁の振る舞いや売

店コーナーも用意。この日はスキー子どもの日（小学生の

リフト料金が無料）で、イベント会場以外のゲレンデにも

たくさんの親子連れの姿があり、約 1000 人の来場者で

にぎわいました。　　　　　　　　　ホームページに写真
【↑】Ａｓａｈｉ自然観の中央広場で

行われたジャンケン大会。優勝者に
は空気清浄機が贈られた。

【←】借り物競走で、指定されたも
のを手にする参加者

1 ５
～ 31

（１）大沼公民館→【最優秀賞】   （２）山形銀行宮宿支店   （３）七ヶ浜町小学生   （４）宮宿剣道スポーツ少年団
（５）きらやか銀行宮宿支店 （６）あさひ保育園   （７）前田沢公民館  （８）宮宿小学校  （９）山本学園高等学校
（10）東北芸術工科大学（有志）（11）朝日グラウンドワーク研究会

今回参加した 11 団体の神風船









（２）（１） （３） （４） （５） （６）

（７） （８） （９） （10） （11）
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▼
選
抜
メ
ン
バ
ー
入
り
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
選
考
会
は
11
月
中
旬

に
１
泊
２
日
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
中

体
連
か
ら
推
薦
を
受
け
た

選
手
44
人
が
集
ま
り
、
練

習
と
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
ヒ
ッ
ト
を
打
て

な
く
て
、
自
信
が
な
か
っ
た

だ
け
に
、
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。
西
村
山
地
区
か
ら

は
４
人
が
選
考
会
に
臨
み
、

私
を
含
め
て
２
人
が
選
抜

さ
れ
ま
し
た
。

▼
他
校
の
選
手
か
ら
学
ぶ

こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

練
習
中
は
と
に
か
く
声

を
切
ら
さ
な
い
こ
と
。
そ
し

て
、
決
し
て
手
を
抜
か
な

い
こ
と
。技
術
は
も
ち
ろ
ん
、

練
習
に
打
ち
込
む
姿
勢
に

刺
激
を
受
け
ま
す
。

　
「
う
ま
く
な
り
た
い
」「
負

け
た
く
な
い
」
と
い
う
気

持
ち
も
み
ん
な
強
い
と
思

い
ま
す
。
良
い
と
こ
ろ
は
、

朝
日
中
の
み
ん
な
に
も
持

ち
帰
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
練
習
は
ど
ん
な
感
じ
？

　

こ
れ
ま
で
２
回
行
わ
れ

た
練
習
は
、
実
戦
的
な
内

容
が
主
で
し
た
。
時
間
は

５
時
間
く
ら
い
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
使
え
な
い
冬
場
も

よ
り
試
合
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
練
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

選
抜
メ
ン
バ
ー
で
は
、

ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
ほ
か
、
サ
ー

ド
を
守
っ
て
い
ま
す
。

▼
今
後
の
日
程
は
？

　

基
本
的
に
毎
月
１
回
集

ま
り
練
習
し
ま
す
。
３
月

に
は
宮
城
県
選
抜
と
の
練

習
試
合
も
予
定
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
も
と
も
と
は

東
北
楽
天
が
主
催
す
る
東

北
各
県
選
抜
チ
ー
ム
同
士

の
大
会
に
出
場
予
定
だ
っ

た
の
で
す
が
、山
形
県
の
み
、

今
年
は
卒
業
式
と
県
内
公

立
高
校
の
合
格
発
表
日
と

重
な
り
、
出
場
を
辞
退
し

ま
し
た
。

　

本
当
に
残
念
で
す
が
、

こ
の
チ
ー
ム
の
役
割
の
一

つ
に
は
、
夏
に
行
わ
れ
る

県
中
総
体
の
優
勝
校
を
強

化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

東
北
、
全
国
大
会
ま
で
の

期
間
、
練
習
や
試
合
の
対

戦
相
手
と
し
て
、
８
月
頃

ま
で
活
動
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

▼
将
来
の
目
標
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
？

　

選
抜
メ
ン
バ
ー
に
選
ば

れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
う

れ
し
い
の
で
す
が
、
そ
の
前

に
私
は
朝
日
中
の
選
手
で

あ
り
、
キ
ャ
プ
テ
ン
で
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
向
上

心
を
持
っ
て
西
村
山
の
頂

点
に
挑
戦
す
る
こ
と
」
―
。

ま
ず
は
地
区
中
総
体
で
の

優
勝
が
目
標
で
す
。
私
は

ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
す
の
で
、
と

に
か
く
点
を
与
え
な
け
れ

ば
負
け
る
こ
と
は
な
い
。

　

野
球
は
も
ち
ろ
ん
高
校

に
行
っ
て
か
ら
も
続
け
ま

す
。
目
標
は
甲
子
園
に
行

く
こ
と
で
は
な
く
、
高
校

日
本
一
。
自
分
の
力
を
信
じ

て
、
必
ず
実
現
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
プ
ロ
野
球

選
手
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

朝
日
中
２
年
の
安
達
翔
太
く
ん
（
大
町
）
が
こ
の
ほ
ど
、
県
中
体
連
軟
式
野
球
専
門

部
の
新
人
優
秀
選
手
と
し
て
、
県
選
抜
メ
ン
バ
ー
（
22
人
）
の
一
人
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
県
内
の
高
い
能
力
を
有
す
る
優
秀
な
新
人
選
手
を
全
国
レ
ベ
ル
に
強
化
・

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
朝
日
中
の
生
徒
が
選
ば
れ
た
の
は
、
制
度
11
年

目
に
し
て
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

朝
日
中
で
は
エ
ー
ス
で
４
番
、
そ
し
て
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
安
達
く
ん
。
野
球
は
小

学
２
年
生
か
ら
始
め
、
恵
ま
れ
た
体
格
と
非
凡
な
セ
ン
ス
で
、
こ
れ
ま
で
も
県
下
に
広

く
そ
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

選
抜
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
合
同
練
習
は
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
８
月
ま
で
続
く
予
定
。

他
校
の
選
手
と
交
流
す
る
こ
と
で
自
身
の
技
術
を
磨
く
ほ
か
、
そ
こ
で
得
た
も
の
を
朝

日
中
に
持
ち
帰
る
こ
と
で
、
野
球
部
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

安達 翔太 くん（朝日中２年／大町）

中学野球で県選抜メンバー入り

広
報
委
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
　

私
的
あ
さ
ひ
ま
ち
生
活

町
広
報
委
員
が
仕
事
や
趣
味
、
家
庭
な
ど
を
通
じ
て
垣
間

見
え
る
朝
日
町
の
姿
や
日
常
の
思
い
を
自
由
に
綴
り
ま
す

　

朝
日
町
は
最
近
、
よ
く
新
聞
や
テ

レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
。
桃
色
ウ
サ
ヒ
、
空
気

神
社
の
東
京
出
張
、
り
ん
ご
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
り
ん
ご
海
外
輸
出
な
ど
、

い
ろ
ん
な
場
面
で
朝
日
町
を
よ
く
見

か
け
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
関
わ
っ

て
い
る
人
た
ち
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
そ
れ
ら
を
発
信
す
る
た
め
の

話
題
づ
く
り
・
Ｐ
Ｒ
方
法
も
う
ま
く

な
っ
た
気
が
す
る
。

　

私
が
関
わ
っ
て
い
る
ス
ポ
少
で
は
、

保
護
者
や
指
導
者
が
遠
征
や
大
会
に

朝
日
町
ワ
イ
ン
や
り
ん
ご
を
持
っ
て

い
く
。
こ
れ
も
立
派
な
町
の
Ｐ
Ｒ
で

あ
る
。
す
る
と
、
訪
問
先
の
相
手
と

親
し
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
リ
ピ
ー

タ
ー
と
な
っ
て
注
文
が
来
た
り
す

る
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
。

　

あ
る
遠
征
の
指
導
者
懇
親
会
で

は
、
各
県
の
指
導
者
が
各
地
区
の
銘

酒
を
持
ち
寄
る
。
こ
の
場
で
は
、
飲

み
た
い
お
酒
に
手
を
挙
げ
る
と
い
う

の
が
慣
例
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、

我
が
町
代
表｢

朝
日
町
ワ
イ
ン｣

が

毎
年
堂
々
の
１
番
人
気
だ
。

　

素
晴
ら
し
い
こ
と
に
、
り
ん
ご
が

ジ
ャ
ム
や
お
菓
子
に
変
わ
っ
た
り
、
地

元
の
豚
が
地
元
の
野
菜
と
と
も
に
都

会
の
食
卓
に
上
が
っ
た
り
と
、
１
つ
の

も
の
が
２
つ
３
つ
と
姿
を
変
え
た
り
、

付
加
価
値
を
つ
け
た
り
す
る
術
を
朝

日
町
民
は
知
っ
て
い
る
。

　

｢

町
は
み
ん
な
の
応
援
団｣

と
は
、

鈴
木
町
長
の
言
葉
だ
が
、｢

み
ん
な
は

町
の
応
援
団｣

と
い
う
考
え
方
も
大

事
―
。
町
民
一
人
ひ
と
り
が
町
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
け
れ
ば
、
も
っ
と
お
も
し
ろ
い

町
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。（

若
旦
那
）

み
ん
な
は
町
の
応
援
団

身長 167㎝、体重 70㎏。
右投げ右打ち。朝日中で
はピッチャー。Max130
キロを誇るストレートは
文字通り県トップクラス

(251)

■
と
も
だ
ち
の
は
じ
ま
り

最
上　
一
平　
作

み
や
こ
し　
あ
き
こ　
絵

　

活
発
な
じ
ゅ
じ
ゅ
と
引
っ
込
み
思

案
の
さ
と
は
、
一
緒
に
雨
に
ぬ
れ
、

星
を
見
上
げ
る
う
ち
に
、
心
を
通
わ

せ
て
い
く
。
ま
る
で
ち
が
う
性
格
の

２
人
が
友
情
で
結
ば
れ
て
ゆ
く
過
程

を
み
ず
み
ず
し
く
描
く
物
語
。

■
冒
険
に
出
よ
う　

未
熟
で
も
未
完

成
で
も　

今
の
自
分
で
突
き
進
む

安
藤
美
冬　

著

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
、

ひ
と
つ
の
オ
フ
ィ
ス
・
ひ
と
つ
の
肩
書

き
・
ひ
と
つ
の
専
門
領
域
に
縛
ら
れ
な

い
「
ノ
マ
ド
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
」
を
実

践
す
る
著
者
が
、こ
れ
ま
で
の
体
験
と
、

厳
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
綴
る
。
著
者
の
両
親
は
朝
日
町
出

身
。
空
気
神
社
に
つ
い
て
の
記
述
も
。

町
立
図
書
館
新
刊
案
内
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百
の
失
敗
、一
つ
の
成
功

　

経
験
と
実
績
に
裏
打
ち
さ
れ
た

人
の
話
は
、
実
に
説
得
力
が
あ
り

ま
す
。

　

「
失
敗
し
な
い
と
成
功
は
で
き
な

い
。
高
く
飛
ぶ
た
め
に
は
低
く
か

が
む
こ
と
が
必
要
だ
。苦
し
い
時
に
、

も
う
一
歩
だ
け
前
に
行
く
こ
と
を
考

え
る
こ
と
が
大
事
」
こ
れ
は
、
昨

年
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
受

賞
さ
れ
た
山
中
伸
弥
教
授
の
言
葉

で
す
。

　

「
失
敗
し
な
い
と
成
功
は
で
き
な

い
」
な
る
ほ
ど
、
数
多
く
の
失
敗

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、あ
き
ら
め
ず
、

地
道
に
一
つ
ひ
と
つ
課
題
問
題
を
解

決
し
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
前
に
進
ん

で
行
く
。
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
は
、

私
た
ち
の
想
像
を
遙
か
に
超
え
た

膨
大
な
時
間
と
労
力
の
繰
り
返
し

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
し

て
「
も
う
こ
の
研
究
は
だ
め
な
の
か

も
し
れ
な
い
」と
思
わ
れ
た
こ
と
も
、

一
度
や
二
度
で
は
な
か
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
挫
折
と
焦
燥
に
か

ら
れ
、
幾
度
と
な
く
絶
望
的
な
感

情
に
襲
わ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
時
、
初
心
に
返
っ
て

ひ
た
む
き
に
、
姿
勢
を
低
く
し
て

地
道
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
山

中
教
授
の
白
衣
の
姿
が
目
に
浮
か

ぶ
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

「
も
う
一
歩
だ
け
前
に
行
こ
う
」

誰
の
目
に
も
ゴ
ー
ル
は
見
え
な
い
。

そ
の
ゴ
ー
ル
は
遙
か
彼
方
か
も
し

れ
な
い
し
、
す
ぐ
手
の
届
き
そ
う
な

所
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
諦
め

る
の
で
は
な
く
、
自
分
を
信
じ
「
も

う
一
歩
だ
け
前
に
行
こ
う
」
そ
の
勇

気
が
成
長
の
扉
を
開
け
る
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
言

葉
。「
や
る
気
の
あ
る
若
い
人
に
、

き
ち
ん
と
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
だ
」
私
た
ち

は
心
し
て
こ
の
言
葉
を
実
践
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

町長歳時記

（83）

「
一
歩
前
進
」
そ
の
勇
気

松　程　　布　施　志
し

　乃
の

　女　哲也・千明
川　通　　冨　樫　　　航

こう

　男　　祐　・智子
大　町　　佐　藤　奏

そ

　良
ら

　男　慶英・佳巳
大　町　　佐　藤　初

にい

　菜
な

　女　慶英・佳巳
四ノ沢　　阿　部　ゆめの　女　　健　・万利子

区　名 　　　出生児氏名 　性別　保護者名

すこやかにBirths

おしあわせに

五十嵐　康　倫
（舟　渡）

相　原　美　里
（寒河江市）

阿　部　新之助
（寒河江市）

鏡　　　　睦
（大　町）

阿　部　正　樹
（立　木）

廣　谷　郁　実
（山辺町）

阿　部　　　渡
（八ツ沼）

大　井　登美子
（太郎三）

Marriages

区　名　　　　死亡者氏名　　世帯主名

区　名　　　　死亡者氏名　　世帯主名
やすらかにObituaries

やすらかにObituaries

（※外国人を含む）

●平成２５年１月３１日現在
　人　口　７，８１７ 人 (－３７)
　　　男　３，８４６ 人 (－２５)
　　　女　３，９７１ 人 (－１２)
　世帯数　２，４７９世帯  (－　８)

(　　)内 前々月比
--------12月～１月中の異動--------

出　生　　６人　転　入　　９人
死　亡　２６人　転　出　２６人

人口と世帯数Population

　
　
　
戸
籍
の
ま
ど
　
　
平
成
24
年
12
月
１
日
～
平
成
25
年
１
月
31
日
届
出

■町小学校スキー記録会（２月５日／
Ａｓａｈｉ自然観スノーパーク）
▼５年男子の部
①布施来玖 ( 宮 )	 記録…23 秒０
②深澤大樹 ( 宮 ) ③阿部将史 ( 西 )
▼５年女子の部
①安孫子遥 ( 宮）記録…26 秒２
②海藤理子 ( 西 ) ③田中都恵 ( 宮 )
▼６年男子の部
①千葉隆一朗 ( 宮 ) 記録…24 秒 4
②佐竹尚哉 ( 宮 ) ③佐藤耕大 ( 宮 )
▼６年女子の部
①伊藤瑞樹 ( 西 ) 記録…22 秒 5
②清野里歩 ( 宮 ) ③阿部みちる ( 西 )

■第 16 回朝日町民柔 道大会（12 月
23 日／町民武道館）
▼小学生低学年の部
①若月真都偉（西船渡）②若月保歩（西
船渡）③佐竹萌（常盤）
▼小学生高学年の部
①佐藤和夏子（宿）②朽木叶（西町）
③村山悦史（常盤）、阿部奨悟（大谷五）
▼中学生以上　女子の部
①朽木海晴（西町）②鈴木新菜（助ノ
巻）③佐藤綾子（宿）
▼中学生以上　男子の部

①海野静哉（八ツ沼 ) ②鈴木諒真（助
ノ巻）③佐竹優真（常盤）、佐藤颯人（宿）

■第 49 回町民卓球まつり ( ２月３日
／町民体育館）
＝団体戦＝
①スポ少親子Ａ②朝日町立病院③送橋
＝個人戦＝
▼小学男子①阿部将史 ( 常盤 ) ②阿部
崇人（八ツ沼）、③川口歩夢 ( 助ノ巻 )、
③菅井颯人 ( 沼向 )
▼小学女子①阿部雪奈（常盤）②鈴木彩
花③小松花奈(西町 )、川口菜那花（助ノ巻）
▼中学男子①阿部篤（常盤）②田中友
崇（四ノ沢）③海野丞史 ( 能中 )、佐

藤豊仁（沼向）
▼中学女子①阿部奈於（常盤）②長岡
真緒（常盤）③長岡志保（常盤）、布
施京花（助ノ巻）
▼オープンダブルス ( 公式 ) ①菊地育
心 ( 大江町 )・日塔拓人 ( 西川町 ) 組②
布施智基 ( 助ノ巻 )・斎藤一馬（夏草）
組③阿部航瑠（常盤）・五十公野祐典

（西町）組、清野友理子（送橋）・清野
紗由美（送橋）組
▼同 ( ラージ ) ①柴田徹（大町）・渡辺
由利子（送橋）組②五十公野龍二 ( 西
町 )・小松義春 ( 西町 ) 組③鈴木遥子 ( 松
程）・大野梓 ( 小原 ) 組③鈴木義弘（前
田沢）・鈴木のぶ子（松程）組

各種大会の成績

♥
♥
♥
♥

町小学校スキー記録会の部門別優勝者（左から布施くん、安孫子さん、千葉くん、伊藤さん）

栗木沢　　　鶴　見　ふぢよ　　裕　一
太郎二　　　長　岡　芳　雄　　　榮　
四ノ沢　　　鈴　木　信　子　　貞　夫
大谷五　　　藤　田　英　一　　康　徳
元　町　　　鈴　木　丈　男　　本　人
大谷二　　　桜　井　留　𠮷　　和　仁
西　町　　　長　岡　こ　と　　正　志
大谷二　　　白　田　敏　美　　裕　子
大谷五　　　長　岡　ムツコ　　四　郎
能　中　　　鈴　木　久二雄　　ミツヱ
常　盤　　　長　岡　善兵衛　　本　人
古　槇　　　清　野　な　か　　本　人
大谷五　　　清　野　修　一　　　透　
高　田　　　長　岡　ユ　キ　　ア　ツ
大谷六　　　渡　邉　たかゑ　　新　一
ふれあい荘　　　鈴　木　か　ね　　本　人
夏　草　　　阿　部　忠　治　　本　人

明鏡荘　　　鈴　木　ウメ子　　本　人
送　橋　　　川　村　信　雄　　常　雄
助ノ巻　　　布　施　信　夫　　茂　美
宇津野　　　阿　部　ふみゑ　　　登　
松　程　　　佐　竹　俊　二　　秀　俊
水　本　　　岡　﨑　　　新　　錦　一
新　宿　　　熊　谷　與志雄　　　　一

　町内 55 地区の見どころやおすすめスポットを句にした「朝日町エコ

ミュージアムかるた」がこのほど大幅改訂されました。平成 10 年の発

行から十数年が経ち、新たな見どころがたくさん生まれているためです。

　今回、句の見直しが行われたのは 20 地区。そのほか「朝日鉱泉」の

札が追加され、かるたの総数は 56 枚となりました。また、写真につい

てはほぼ全て新しくなっています。

　かるたはすでに町内の全小学生および

各地区に配布、活用されています。これ

を機に、公民館活動でもかるた大会を開

催しませんか？ご要望があれば、町エコ

ミュージアム協会のスタッフが大会をサ

ポートします。今まで知らなかった町の宝

をきっと見つけることができるはずです。

▼問合せ先　エコミュージアムルーム

（創遊館内）☎ 67-2128（月・木曜休）

改 訂 朝日町エコミュージアムかるた

美
し
い

菜
の
花
香
る　

水
本
の

未
来
を
拓
く　

バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー

栗
木
沢

桜
公
園　

登
り
き
て

眺
む
れ
ば
見
ゆ　

明
鏡
の
橋

百
名
山

大
朝
日
岳
は　

ブ
ナ
の
森

間
近
に
仰
ぐ　

朝
日
鉱
泉

和合地区の大会の様子
（２月 10 日／和合公民館）

【句の見直しや追加が行われた札（地区）の一例】
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仲間のありがたさ

　

１
月
下
旬
か
ら
２
日
間
、横
浜
市
で

開
催
さ
れ
た
自
治
体
広
報
担
当
者
向
け

の
研
修
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。全
国

か
ら
約
３
０
０
人
が
集
ま
り
、広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
関
す
る
最
新
事

例
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。私
は
担

当
６
年
目
と
な
り
ま
す
が
、そ
の
内
容
は

今
で
も
新
鮮
な
こ
と
ば
か
り
。自
分
の
未

熟
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
研
修
で
大
事
な
の
は
、多
く

の
参
加
者
と
交
流
す
る
こ
と
の
よ
う
に

思
い
ま
す
。広
報
の
場
合
、取
材
や
編
集
、

そ
し
て
カ
メ
ラ
な
ど
、あ
る
程
度
専
門
的

な
技
術
を
要
し
ま
す
が
、担
当
は
少
人
数
、

も
し
く
は
一
人
。ほ
か
の
自
治
体
と
交
流

し
、互
い
が
手
が
け
る
広
報
紙
や
情
報
を

交
換
す
る
こ
と
は
大
事
で
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。規
模
の
大
き

な
研
修
会
に
出
る
こ
と
は
つ
く
づ
く
大

切
と
思
い
ま
し
た
。

　

横
浜
の
研
修
会
で
は
、昨
年
10
月
当

町
で
開
催
し
た
東
北
広
報
サ
ミ
ッ
ト
な

ど
、様
々
な
研
修
会
等
で
親
交
を
深
め
て

き
た
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
再
会
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。今
年
、各
都
道
府
県

の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
を
勝
ち
抜
い
た
市

町
村
の
担
当
者
も
多
く
、仲
間
の
そ
う
し

た
活
躍
か
ら
元
気
と
刺
激
を
も
ら
い
ま

し
た
。

佐
久
間　

淳

空気神社のお土産品開発企画 第３弾

空気神社の おみくじ空
く

っ気
き

～

　「町民がアイデアを出し、町外の方の

人気投票で新しい空気神社のお土産を

作る」――。「空気神社応援団」による

お土産開発プロジェクトではこのほど、

お土産品第 3 弾の企画に「空気神社の

おみくじ空っ気～（クッキー）」のアイ

デアを採用することとしました。

　昨年、町教育委員会の「ＮＥＷアク

ション応援事業」を活用し、「空気神社

の御守り」と「空気神社のお願いプチ

プチ」の２商品を開発した同団体。そ

のユニークなセンスとアイデアから、

５月の新商品発表の際には多くのメ

ディアに取り上げられ、神社ＰＲに大

きく貢献しました。

　それらに次ぐ第３弾は町民からのア

イデアを採用することとし、昨年 11 月

下旬から募集を開始。約 1 カ月で 75 案

のアイデアが集まり、６点が 1 次審査を

通過。その後、「お土産を買う立場に立っ

たお土産品を」との方針から、最終選

考は町外の方によるインターネット投票

で行うこととなり、12 月 25 日からの約

1 カ月間で投票が実施されました。

　結果、１位に輝いたのが梅津航樹く

んのアイデア。投票総数 843 票のうち、

428 票を集める圧倒的な人気でした。

　空気神社応援団ではまもなく新商品

の開発に着手。完成品は 6 月上旬の空

気まつりで発表される予定です。

新商品は…

■考案者　梅津 航樹 くん（11 歳／常盤）

パッケージは地下の神殿、クッキーは神殿
にある素焼きの甕をイメージ。商品の小袋
一つ一つにおみくじが入っている。
※イラストはイメージです。商品化する過
程で、アイデアは一部変更になる場合が
あります。

　「空気とクッキーをダジャレ

風に掛け合わせることをひら

めき、応募しました。一次審

査を通ったときもうれしかっ

たけど、やっぱり今回はそれ

以上。だって自分のアイデア

が商品になってお店に並ぶの

ですよ！。完成したらたくさ

ん買って、親戚とかに送りた

いです。副賞５万円の使い道？

家族でおいしいものを食べて、

残ったお金で欲しかったレゴ

ブロックを買います！」

完成品の発表は

６月の「空気まつ
り」で

に決定 !!
桃色ウサヒからの吉報を

きょうだいとともに喜ぶ

航樹くん（ウサヒの右隣）
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